
  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

   22年12月期 第２四半期末の配当金の内訳 普通配当1,000円 記念配当300円  

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  

        

平成22年12月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年８月６日

上場会社名 ＣＤＳ株式会社 上場取引所  大 

コード番号 2169 ＵＲＬ  http://www.cds-japan.jp  

代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）芝崎 晶紀 
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四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  2,753  △2.9  84  34.9  116  17.2  △2  ―

21年12月期第２四半期  2,836  △0.7  62  △57.8  98  △29.7  △15  ―

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  △78  23  ―      

21年12月期第２四半期  △468  89  ―      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  3,117  2,110  67.2  67,543  13

21年12月期  3,154  2,218  69.9  67,887  09

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 2,097百万円 21年12月期 2,205百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期  ―        800 00 ―      1,200 00  2,000  00

22年12月期  ―        1,300 00

22年12月期（予想） ―      1,200 00  2,500  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  6,189  12.4  315  730.6  376  165.3  83  －  2,564  48



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．４「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる結果となる可能性があります。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 34,005株 21年12月期 34,005株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 2,950株 21年12月期 1,520株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 31,357株 21年12月期２Ｑ 32,894株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報  

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費の持ち直しや新興国向け輸出の回復など、景気回復

への歩みを進めており、企業収益や設備投資につきましても回復基調に転じておりますが、依然として雇用情勢の

回復の遅れやデフレ進行など、景気を下押しするリスクも存在しております。 

当社グループの主要顧客である大手製造業におきましては、エコポイントなどによる政策支援の恩恵による内需

拡大や新興国での需要拡大などにより、企業収益が上昇基調に転じ、本格的な業績回復に向けての足がかりをつか

み始めております。 

当社グループは、世界的に高い競争力を誇る日本の情報家電産業、産業設備・工作機械産業、自動車産業などに

代表される「ものづくり企業」のＩＴ関連サービスに特化し、ドキュメンテーション事業、エンジニアリング事

業、技術システム開発事業を展開しております。 

また、当社グループは従前に引き続き、「ものづくり企業」へのサポート体制をより一層強化し、当社グループ

が有する高い技術力を提供することで、顧客企業の多様化かつ高度化する要望に、的確に応えてまいりました。 

さらに、従来の枠にとらわれないユニークかつ高付加価値サービスの提供による独自路線の確立、優位的地位の

確保を図ることで、“既存顧客の囲い込み”“新規顧客の獲得”および“新規事業の展開”を推進し、さらにはグ

ループ間シナジーの向上による “事業領域の拡大” を進める経営に取り組んでまいりました。 

このような状況の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、ドキュメンテーション

事業およびエンジニアリング事業は、前年同期に対し増収増益を達成しましたが、技術システム開発事業につきま

しては、顧客企業の業績回復の遅れなどの影響により伸び悩み、減収となりました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,753百万円（前年同期比2.9％減）となりました

が、作業の効率化による粗利率の向上、販売費及び一般管理費の効率的運用などにより、営業利益84百万円（同

34.9％増）、経常利益116百万円（同17.2％増）、税金等調整前四半期純利益115百万円（同10.6％増）、四半期純

損失２百万円（同84.1％減）の減収増益となりました。 

なお、のれん償却額167百万円が販売費及び一般管理費に含まれており、当該のれん償却額は税務上の損金とな

らないことから、税金費用の負担率が著しく高くなっております。 

事業別の業績は、次のとおりであります。（各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高又は振替高を

含みます。） 

  

（ドキュメンテーション事業） 

ドキュメンテーション事業におきましては、Web版電気配線図、多言語取扱説明書、３Ｄ動画マニュアルといっ

た当社独自の技術力を用いた次世代技術資料の作成などに注力してきました。また、特徴ある技術・独自性のある

提案により、同業他社とは一線を画した新規顧客の開拓、高付加価値な技術力を用いた新規事業の開発を進めてき

た結果、売上高は1,067百万円（前年同期比14.3％増）、営業利益は328百万円（同22.0％増）と前年同期に対して

伸長しました。 

  

（エンジニアリング事業） 

エンジニアリング事業におきましては、“高収益でユニークな製造業の構築に向けて”を基本方針に、ロボッ

ト・システム製造、ＦＡエンジニアリング、メカトロ教材などを手がける株式会社バイナスを軸として、事業の再

構築と高収益化、顧客の選択と集中による収益体質の改善、得意分野のさらなる業務拡大、人的リソースの効果的

な活用に努めてきた結果、売上高は648百万円（前年同期比15.9％増）、営業利益は85百万円（前年同期比83百万

円増）と前年に対して伸長しました。 

  

（技術システム開発事業） 

技術システム開発事業におきましては、業務量確保による利益の創出を図り、持続的安定経営を進めてきまし

た。また、顧客ニーズを捉えた幅広いサービスの提供による業務拡大、既存事業の付加価値向上による利益率改

善、組織体制の整備を進めてきましたが、顧客企業のシステム投資の回復の遅れによる受注減などの影響が大き

く、売上高は1,140百万円（前年同期比19.0％減）、営業損失は128百万円（前年同期比125百万円増）となりまし

た。 

なお、技術システム開発事業の営業費用の中には、「のれん償却額」161百万円が含まれております。 

  

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末より36百万円減少し、3,117百万円となりました。そ

の主な要因は、現金及び預金が162百万円増加していること、受取手形及び売掛金の減少が41百万円、償却による

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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のれんの減少が167百万円あったこと等によります。 

なお、受取手形及び売掛金の減少は売上債権の回収によるものであり、のれんの償却も当社の会計方針に則った

均等償却を行った結果であります。 

（負債） 

負債は前連結会計年度末より71百万円増加し、1,007百万円となりました。内訳は流動負債が49百万円減少の753

百万円、固定負債が121百万円増加の254百万円であります。 

流動負債減少の主な要因は、支払手形及び買掛金の減少47百万円、返済による短期借入金の減少125百万円のほ

か、未払法人税等が109百万円増加していること等によります。 

固定負債増加の主な要因は、長期借入金が109百万円、退職給付引当金が11百万円それぞれ増加していることに

よります。 

（純資産） 

純資産は、当第２四半期累計会計期間で配当金として38百万円を支払ったこと、自己株式が63百万円増加したこ

と等により、前連結会計年度末より108百万円減少し、2,110百万円となりました 

  

［キャッシュ・フローの状況］  

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動で342百万円

の資金を獲得しましたが、投資活動で62百万円、財務活動で115百万円の資金を要したことにより、前連結会計年

度末より162百万円増加し、689百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計会計期間においては、営業活動で342百万円（前年同期比32百万円増）の資金を獲得しま

した。これは、税金等調整前四半期純利益115百万円（前年同期比11百万円増）、のれん償却額167百万円（前年同

期と同額）、減価償却額33百万円（前年同期比３百万円減）、売上債権の減少39百万円（前年同期比385百万円

減）等の資金の増加要因があった一方、仕入債務の減少46百万円（前年同期比95百万円減）等の資金の減少要因が

あったことが主な要因であります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動では、投資有価証券の取得による支出31百万円（前年同期比８百万円増）、有形固定資産の取得による

支出が26百万円（前年同期比23百万円増）あったこと等により、62百万円の資金を要しました（前年同期比51百万

円増）。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間では、財務活動として長期借入金による収入120百万円（前年同期比120百万円増）が

あった一方、短期借入金の返済125百万円（前年同期比39百万円減）、自己株式取得による支出70百万円（前年同

期比46百万円増）、配当金の支払額38百万円（前年同期比７百万円減）を行ったこと等により、115百万円（前年

同期比120百万円減）の資金を要しました。 

  

 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の業績見通しにつきましては、依然として厳しい状況にはありますが、当社グループを取り巻く経営環境

は、回復基調にあるものと考えております。 

当社グループの主要顧客が属する大手製造業につきましても、先行きの不透明感は残っているものの、各企業と

も新規開発や設備投資に向けて新たな動きが出始めており、当社グループにおいても売上高ならびに利益の確保に

取り組んでまいります。 

当第２四半期連結累計期間の業績は、平成22年８月４日付「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表のとお

り、主にドキュメンテーション事業の業績の影響により、利益関係が大幅に改善いたしました。 

なお、平成22年12月期の業績予想については、平成22年２月12日付決算短信で発表いたしました業績予想数値に

変更はありません。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計基準等の改正に伴う変更）  

受託業務に係る収益の計上基準の変更 

 受託業務に係る収益の計上基準については、従来、検収基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計

基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準に関する適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着

手した業務契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる業務につい

ては工事進行基準（業務の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の業務については検収基準を適用しておりま

す。 

 これにより、売上高は72,194千円増加し、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ20,823千円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報

ＣＤＳ株式会社（2169）　平成22年12月期第2四半期決算短信

4



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 707,569 544,900

受取手形及び売掛金 1,219,133 1,261,102

商品及び製品 20,804 19,593

仕掛品 89,486 98,492

原材料及び貯蔵品 25,187 29,213

その他 188,095 199,837

貸倒引当金 △1,718 △126

流動資産合計 2,248,558 2,153,014

固定資産   

有形固定資産 328,502 314,239

無形固定資産   

のれん 249,911 416,972

その他 66,868 83,785

無形固定資産合計 316,779 500,757

投資その他の資産   

その他 234,620 197,398

貸倒引当金 △10,780 △10,780

投資その他の資産合計 223,840 186,618

固定資産合計 869,122 1,001,615

資産合計 3,117,680 3,154,629

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 81,060 128,429

短期借入金 45,000 170,015

未払法人税等 109,711 －

賞与引当金 93,789 90,159

受注損失引当金 － 398

未払金 223,541 231,241

その他 200,057 182,361

流動負債合計 753,160 802,604

固定負債   

長期借入金 109,930 －

退職給付引当金 143,982 132,358

その他 464 929

固定負債合計 254,376 133,287

負債合計 1,007,537 935,892
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 893,682 893,682

資本剰余金 851,215 848,682

利益剰余金 492,266 533,701

自己株式 △133,325 △69,436

株主資本合計 2,103,837 2,206,629

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3,712 △1,771

為替換算調整勘定 △2,572 454

評価・換算差額等合計 △6,285 △1,317

少数株主持分 12,591 13,425

純資産合計 2,110,143 2,218,737

負債純資産合計 3,117,680 3,154,629
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,836,243 2,753,035

売上原価 2,051,275 1,927,567

売上総利益 784,968 825,467

販売費及び一般管理費 722,026 740,589

営業利益 62,941 84,877

営業外収益   

受取利息 585 287

受取配当金 128 290

為替差益 1,463 －

雇用調整助成金 40,107 44,724

その他営業外収益 1,070 3,321

営業外収益合計 43,355 48,623

営業外費用   

支払利息 1,806 1,570

支払融資手数料 4,074 10,391

為替差損 － 4,267

その他営業外費用 1,452 1,269

営業外費用合計 7,333 17,499

経常利益 98,963 116,001

特別利益   

固定資産売却益 － 3

投資有価証券売却益 5,246 －

特別利益合計 5,246 3

特別損失   

固定資産除却損 67 770

その他特別損失 － 20

特別損失合計 67 790

税金等調整前四半期純利益 104,142 115,214

法人税、住民税及び事業税 108,339 123,163

法人税等調整額 12,246 △6,714

法人税等合計 120,585 116,449

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,019 1,218

四半期純損失（△） △15,423 △2,453
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 104,142 115,214

減価償却費 36,322 33,106

長期前払費用償却額 237 451

のれん償却額 167,061 167,061

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,823 3,630

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,838 11,623

受取利息及び受取配当金 △714 △577

支払利息 1,806 1,570

投資有価証券売却損益（△は益） △5,246 －

固定資産除却損 67 770

売上債権の増減額（△は増加） 425,208 39,588

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,595 11,803

その他流動資産の増減額（△は増加） △33,686 △1,957

仕入債務の増減額（△は減少） △141,486 △46,398

その他流動負債の増減額（△は減少） △7,322 △5,930

その他固定負債の増減額（△は減少） △16,945 △464

未払消費税等の増減額（△は減少） △27,003 14,032

その他 － 1,403

小計 512,050 344,928

利息及び配当金の受取額 702 557

利息の支払額 △1,658 △1,506

法人税等の支払額 △200,821 △43,138

法人税等の還付額 － 41,840

営業活動によるキャッシュ・フロー 310,272 342,682

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △24,000 △24,000

定期預金の払戻による収入 24,000 24,000

有形固定資産の取得による支出 △3,477 △26,739

有形固定資産の売却による収入 － 591

無形固定資産の取得による支出 － △2,982

投資有価証券の取得による支出 △22,856 △31,200

投資有価証券の売却による収入 13,586 225

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△1,035 －

その他 2,924 △2,326

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,858 △62,432

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △165,000 △125,012

長期借入れによる収入 － 120,000

長期借入金の返済による支出 － △10,070

自己株式の取得による支出 △24,503 △70,993

自己株式の売却による収入 － 9,636

配当金の支払額 △45,845 △38,659

財務活動によるキャッシュ・フロー △235,348 △115,098
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,811 △2,482

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 65,876 162,668

現金及び現金同等物の期首残高 615,622 526,900

現金及び現金同等物の四半期末残高 681,499 689,569

ＣＤＳ株式会社（2169）　平成22年12月期第2四半期決算短信

9



 該当事項はありません。 

  

  

［事業の種類別セグメント情報］  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

(1）技術システム開発事業 

自動車開発部門等における技術システムの開発・運用 

(2）エンジニアリング事業 

設計支援、解析支援、設計ＣＡＤ支援、生産技術支援、ロボット・システムの製造、ＦＡエンジニアリン

グ  

(3）ドキュメンテーション事業 

取扱説明書、パーツガイド、整備解説書、Ｗｅｂコンテンツ、ＣＧアニメーション、ｅラーニング、技術

プレゼン資料、多言語翻訳 

３．会計処理方法の変更 

 前第２四半期連結累計期間 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」１．（２）に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用して

おります。この変更に伴い、セグメント情報に与える影響は軽微であります。 

  

当第２四半期連結累計期間 

（受託業務に係る収益の計上基準の変更） 

 受託業務に係る収益の計上基準については、従来、検収基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する

会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
技術システ
ム開発事業 
（千円） 

エンジニア
リング事業 
（千円） 

ドキュメン
テーション 
事業（千円）

計（千円） 
消去又は 

全社（千円） 
連結

（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  1,399,247  536,848  900,147  2,836,243  －  2,836,243

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 7,979  22,925  33,940  64,844 ( )64,844  －

計  1,407,226  559,774  934,088  2,901,088 ( )64,844  2,836,243

営業利益（又は損失） ( )3,112  1,710  269,305  267,904 ( )204,962  62,941

  
技術システ
ム開発事業 
（千円） 

エンジニア
リング事業 
（千円） 

ドキュメン
テーション 
事業（千円）

計（千円） 
消去又は 

全社（千円） 
連結

（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  1,135,977  590,743  1,026,313  2,753,035  －  2,753,035

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 4,556  58,122  41,203  103,882 ( )103,882  －

計  1,140,534  648,866  1,067,517  2,856,918 ( )103,882  2,753,035

営業利益（又は損失） ( )128,170  85,593  328,598  286,021 ( )201,143  84,877
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会計期間に着手した業務契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認め

られる業務については工事進行基準（業務の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の業務については検収

基準を適用しております。                                     

 これにより、技術システム開発事業において売上高38,183千円増加、営業利益9,535千円増加、エンジニア

リング事業において売上高14,976千円増加、営業利益4,305千円増加、ドキュメンテーション事業において売

上高19,035千円増加、営業利益6,982千円増加となっております。 

  

［所在地別セグメント情報］  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。 

  

［海外売上高］   

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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